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岩 式 =9 - 12
=ゑ

(2 ) 与式 = 10at 8 b - at 6 b

= 9at 14bm

(3) 5 式 = 6√ 3 -33 *==☆ - 0B
= 303
m

(4 ) 式 を 整理 して

x
2
- x - 20 = 3 x - 8

x - 4 x - 12 = 0

( x (x ) = 0. 2 ) - 6

よ。 てmnn. 2 ,

6

( 5 ) 2 つのさに 3 を 同時 に 投 げたとき
,
出 る 目 の

場合 の数 は 6 × 6 = 36通 り
mm

, 2 3 4 5 6× 出 る 目 の 数 の 積 が

/ 1 2 3 456 偶数 となるのは 左 の表
2 2 4 6 8 i 0D より 27通 り

～～

3 3 6 9 2 1518
よて 求 める確率 は

4 4 812162024
5 5 1015202530 迫
6 6 121824 罟3036



- 2 x t 7

√
るの 変域

x= 1 のとき

"

:: y = - 2 × (1 ) t 7:
…

…

Y の 増加量 = 2 + 7 =.
二

=

= 4 のとき

x .……
…

ッ路
1

y = - 2 × 4 t7

= - 8 t 7 烈
x の 変域

よって 。 Y の増加量は

- 1 - 9 = -～

( て )

ノ
* x = 1 のとき y = - 4

x = 2 のとき y = - 2

x = 4 のとき Y = - 1

x 1 のとき y = 4=

x = - 2 のとき y = 2
⑦

ン x = - 4 のとき y = - !

③



( 8 )

40 人 の 生徒 のうち ICT機器 を 使用 してるのは

32 人 なので 、 8 割 の生徒 が使用してる
～

32 = 0
.
8

よって 450 人 の 生徒 では
450 × 0

.
8 = 360

360 人 の 生徒 が ICT機器 を 使用 してると
～

推定できる
。

( 9 )

√ 1280 《

n

で
) 560 1560

< ACB は 直径AB に 対 する 円周角 なので

∠ ACB = 9～
AC 1 O E より 同位角が等 しいので
LCAO = LEOB : LEOB = 56～
LACB = LODB : CODB = 9～

BET に 対 する 円周角 と 中心角 より

LECB = I LEOB : . CECB =28
～

よて OCDE で 内角 の 和 は 180 ~ だから
∠ DEC = 180~ - (90 ±28

"

)
= 62m



回
( ( ) 定価 を x 円 とする

。
定価 の 20 % 引 きは

( -
0) x = 18fx

= 54 x
これが 9 円 となるので

告 x = a : x =4
(2) 生徒 の 人数 を x 人 とする

。

生徒 1 人 に 5個 ずっ 分 けると 8個余 るので
5 x t 8

生徒 1 人 に 7個 ず分 けると , 10 個足 りないので
てっx - 10

よって

5x + 8 = 17 x - 10

これを 解 いて
- 2 x = - 18

x = 9

あめの 数 は

5 × 9 + 8 = 53

よって 生徒 9 人 あめ 53
個 .

あめを 生徒 1 人 に 6個 ずっ 分 けると 必要 な 個数は

6 × 9 = 54 個
。

53 ( 54 なのであめは足りない
～



③
(い )

範囲

記 四分位範囲!→

範囲 : 36 -23 =13
四分位範囲 : 33 - 27 = 6～

( 2 )

め A α 箱 ひげより 中央値 は 318 ~
～

したがてデ ー タの 50 %以上 は 318以上 である
。

いちごは 30個なので 308 以上 は 15個以 ある~≈
30個 の 50%

よって点
⑨ B の 箱 ひげ 国 より 第 3 四分位数 は 29gm

～

下位デー タ
ー

位 データ

0000000000 O 00000000 000o.八
29 g以上

第 3 四分位数
中央値

= 29 g第 1 四分位数



29 g を 超 える 重 さは 多 くても 7 個 である 。よて

30 g 以 上 の " ちごは 7個以下 である
よって 想

( 2 )

国 2 より

22 ～ 24 … 1 個

24 ～ 26 … 2個 } 度数26 ～ 28 … 5個

28 ～ 30 … 6個

よ 。
て
30 g 未満 の 累積度数は
け 2 + 5 t 6 = 14 個

m

C のデ ー タについて

最小値 : 23 ⇒ 22 ～ 24

第 1 四分位数 : 27 ⇒ 26 ～ 28

中央値 : 31 ⇒ 30 ～ 32

第 3 四分位数 : 33 ⇒ 32 ～ 34

最大値 : 36 ⇒ 36 ～ 38



また 。 30 個 のデ ー タについて 小 さ… 順 に 並 べたとき
8番目第1 四分位数 :

15番 目 と 16 番目 の平均値中央値:

第 3 四分位数 : 23番目

, 2 4 7 3 8 4
1

最小値 : 22 ～ 24

第 1 四分位数 : 28 ～ 30
～～

よって不適

2 3 4 5 8 6 2

最大値 : 34 ～ 36
～～～

よって 不適



, 4 4 5 9 3 31

最小値 : 22 ～ 24

第 1 四分位数 : 26 ～ 28

中 央値 : 30 ～ 32

第 3 四分位数 : 30 ～ 32
~～

よって 不適

, 3 5 5 5 5 4 2

最小値 22 ～ 24:

第 1 四分位数 26 ～ 28:

中 央値 : 30 ～ 32

第 3 四分位数 32 ~ 34:

最大値 : 36 ～ 38

よって 適 する
。

以上 より 志



(参考 )

ノ 3 5 5 5 5 4 2

曰

24 ～ 26 の 累積度数 は 1 + 3 = 4

26 ～ 28 の 累積度数 は 1 + 3 + 5 = 9

したがて . デ ー タを 小 さい 順 に 並 べたとき

5番目 ～ 9 番 目 のいちごは 26 g ～ 28 g に 属 する
。

第 1四分位数 はデ ー タを 小 ェ… 順に 並 べたとき

8番目 なので 第 1 四分位数 は 26 ～ 28 となる
。

毋
( )

、

Y

( 0 , 0 ) と ( 6 , 9 ) を 結 んだ直線
ー

ジノ… は 一定 の速度 で 進んだときの
道 の
～

～

を 示 してる

よって 点 P を 出発 してから
ー

ー 6秒後 までの 平均 の速 さ

0

"
.

…

6 である
。

⇒



( 2 ) 自転車 のグラフは 直線 である 。 また 原 点 を通 る

ので Y = ax とおくと 表 より x = 4
,
y = 25 なので

25 = 4 a ⇒ a =
5

: . y =
②

5x
.

まず
,

自転車 が 点 Q を 通過 する 時間 を 求 める

y = ④5 x に Y = 100 を 代入 して

100 = ④5 x : x = 100 × 25 恐

次 にバスが 点 Q を通過 する 時間 を 求 め

y = # x に = 100 を 代入 して

100 = 4 x
:

x = 400 ⇒ x = ± 20
.

x 70 より x = 20

したがて 自転車 が 点 Q を 通過 してから 4秒後 に
～

バスが 点 Q を 通過 する 20 - 16 =4



( 3 ) タ 7 シ ー のグラフの 式 を φ= Axt b とする
。

傾 きは 速 さを 表 し 毎秒 10 m で進むので , a =
～

よって Y = 10 x tb と 表 せる
?

タクシ ー は
,
バスが 点 P を 出発 した 10秒後

に P 地点 を 通過 する
。
点 P は Y = 0 m 地点

なので
x

= 10のとき Y = 0 である 。 これを Y = 10xtb

に代入 して
O = 10 × 10 th ⇒ b = - 100

: タクシ ー のグラマの 式
は Y = 10 x -1
m

タクシ ー と 自 転車 が追 いつくのはそれぞれの
グラフの 交点 であるから

{ Y
= 5 x ー の

Y = 10 x - 100 ー ②

を 解 けば 良 い
。
① を ② に 代入 して

= 10 x- 100x

25 x = 40 x - 400

15 x = ⇒ x =400
fo

( = 26 .

06 … )
3
～⑨

50は 25より 迷 ので , タクシ ーはバスよりのの
先 に 自転 車 に 追 いつくことができない

～ ②
メ * ∴ バスと 自転車 が追 いつくのは 25秒後

タクシ ー と 自転車 が 追 いつくのは 26 .66…秒後
よって

、
バスと 自転車 が 先 に 追 いっく



⑤
い )

OABEC O BCF において

仮定 から

BE = CF ー①

ロ ABCD は 正方形 だから
ー

ー AB = BC ー ②
∠ABE =∠ BCF = 90 ー③

い "
「

①
.

②
, ③ より 2 組 の 込 とその 間 の 角 がそれぞれ等りのでOABE ≡ 0 BCF
～

合同 な 国形 では 対応 する 線分 の長 さはそれぞれ

等 しいから AE = BF

( 2 )

仮定 から BE = CF

ロ ABCD が 正方形 より

AB = BC

∠ ABE = ∠ BCE = 90 ”

よって (いと 同 じ条件 で

LABE ≡ 0 BCF となるので

証明 しなおす 必要はない 。

したがて



( 3 )

LABE COAGE に

おいて ,

共通 な 角 は 等 しから
0 LEAB = LBAG ーの

X LABE ≡ 0 BCF より

対応 する 角 は 等 しから
LBEA = LCFG 一②

DC /AB より 錯角 は
X

X 等 しいので
LCFB = LGBA 一③

②
.
③ より

∠ BEA = LGBA ー④
①

.
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OABES L AGB (証明終わり )

( 4 )
BE : E C = 3 : 1 より

BE =③
.

EC =① ε よ 、 と

o! BC = BE TEC = ④
AB = BC より AB =④

⑤
よってロ ABCD の 面積 は

\ \ ④ × ④ =⑩
ー

3 ～9 0



OABE で 三平方 α定理 より

AE ③)
1
=√⑩ =⑪=⑤

= ⑤
( 3 ) より OABE ∞ O AG B なので 相似比 は

AE : AB = 5④0

相似 な 三 角形 の 面積比 は 相似 比 の 2乗 に

等 しいので

OABE : LAGB = ⑤ 2

. ④ 2

= ⑤ : ⑩
ここで

OABE = 上人 ③×④ = ⑥
なので

OABE : OAGB =⑪ :
⑩

⑥

2 ⑤ 0 AGB =⑥

: OAGB =

2⑪
ここで , ( ) より OABE ≡ 0 BCF であり

ロ BECF = O BCF -

0 BEG

OAGB = OABE - O BEG

であるから
□

BECF =OAGBmML
面積 が 等 しい



よて
ロ BECF =⑪

ゆえに

ロ ABCD : DBECF =⑩ : ⑪
⑩ BECF =

25⑨□ ABCD
□ BECF =⑪ J ロ ABCD

=

ュ⑪ 口 ABCD

したがて □ BECF は □ ABCD の
2⑤倍
～

回
( ) 円 すの 表面積 = (半径 +母線 ) ×半径 π m
～

より

( 4 + 6 ) × 4 × π = 40 π cm
～

(別解 )

底面 の 周周 と
,
おうぎ形 の

1

④。
周 の 長 さは 等 しい

。
おうぎ形

の 中心角 を x とすると

8 TU = 12 π × 360
∴ 360 = ③



よて 表面積 は

4 × 4 × TV t 6 × 6 ×π×36然
= ぷ

= 16 π 36 π ×Bt
= 16 T π + 24 π = 4 o πcmm

～

(2 )

円 すいの 高 さは 三平方 の

定理 より

.
6 √で落巧

=
2√5

↓
よって

,
円柱 の 容器 の 高 さも 205 cm である 。

また 円 すいの 体積 は

半径 × 半径 × π× 高 さ 拉 ～
～
m

円柱 の 体積 は

半径 × 半径 ×π × 高 さ
～
～
m

である 。
よって 円 すの 体積 と 同 じ 量 の 水 を

円柱 の 容器 に 入 れると
, すの 高 さになる 。



}は
高 さ ④ 高 さ # と 年 の 間

高 さ ② = 土 高 さ E との 間

#す
～

であるから乏

人 出 6
また

。
円柱 の 高 さは 2√5 cm なので 水 の 高 さは

2√5 × B =警



( 3 )

O

ヘ
\4
600600 4ー

^ [

6
B

H
C

い
へ

ィ O OBC につ " て
,

σ から BC

^ に 下 ろした 垂線 の 足 を HE

二宮 する
。

OOBC は OB = OC の =等辺 三角形 なので OH は

< BOC を = 等分 する
。

0“%∞い
∠ BOC = 1200 より ∠ BOH = 600

よて σ BOH は 30 -600-90 の 直角三角形 である
。

∴ OH : OB BH= 1 : 2 :

3

4 : BH = 2 : √ B : . 2 BH= 4 B ⇒BH望BH に CH より( トに23 よって Bc = 43 cm
～

A
OABC と σ を考 える

。DCA

点 D は AD = CD となるように!
とるので 、 ← は =等辺DCA

1
⑦

1 三角形 。
よって

L
4BJB

C"
楽

< DAC = LDCA -
M

また OABC は AB = AC α= 等 辺三角形 なので

LABC = LACB -
②



①
.
② から LABC と 「 の 底角 が 等 しい 。よてDCA

ABC ∞ODCAO

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AC : DA = BC :

A
～

6 6

よって

4√' 3

=

36DA

4] 4 ⑪: 路⑪DA

= 33
= 3 √3 cm

OADO で 三平方 の 定理より

☆!
s

OD =√)-

.
へ

「1 =√ 27 - 20
ー

= 7omm


